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小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼

式
典
を
挙
行
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（木
）午
後
５
時
～ 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
15
日
（木
）午
前
11
時
45
分
～ 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
８
８ 

小
笠
原
村
村
民
課 

 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

参
議
院
議
員
選
挙
の
結
果 

  

７
月
21
日
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
の

小
笠
原
開
票
区
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】 

 

《
父
島
》
１
，
６
６
８
人 

《
母
島
》
３
８
１
人 

 

《
合
計
》
２
，
０
４
９
人 

【
投
票
率
】
（東
京
都
選
出
） 

 

《
父
島
》
５
４
・
５
０
％
《
母
島
》
６
３
・
２
５
％ 

 

《
合
計
》
５
６
・
１
２
％ 

【
得
票
数
】 

《
東
京
都
選
出
》 

           

《
比
例
代
表
選
出
》
※
候
補
者
名
で
の
投
票
分
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。 

                         

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
実
施
日
程
】
８
月
20
日
（火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

 
 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
‐
３
１
１
３ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

８
月
は
、個
人
住
民
税
（村
・
都
民
税
）（第
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税
（第
２
期
）、介
護
保
険
料
（第
２
期
）

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（第
１
期
）の
納
期

で
す
。納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
９
月
２
日
（月
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
14
日
（水
）ま
で 

【
診
療
日
程
】
８
月
18
日
（日
）･

19
日
（月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 

村
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
野
ネ
コ
に
不
妊
去
勢

手
術
を
施
し
、新
た
な
野
ネ
コ
の
増
加
を
防
ぐ
「野
ネ

コ
対
策
事
業
」を
、平
成
８
年
か
ら
継
続
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

野
ネ
コ
の
一
時
捕
獲
に
つ
き
ま
し
て
は
は
村
民
の

皆
様
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
カ
ゴ
を
貸

し
出
し
い
た
し
ま
す
。
総
務
課
企
画
政
策
室
ま
た
は

母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

８
月
12
日
（月
）～
17
日
（土
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/25現在 

父島 

100/100 

母島 

93.8/100 

 

６月気象状況   （父島） 

最高気温   30.2℃ 

最低気温   15.2℃ 

平均気温   21.4℃ 

平均湿度   73％ 

月降水量 18５.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（７/1）  
 

 

             2,553人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,077人   476人 
 

 
 

  世帯      1,162    253 

ＮＯ．６１７ 

平成 25年(2013) 

８/１(木)  

大河原まさこ 28票 マタヨシ光雄 2票 

釈量子        8票 桐島ローランド42票 

中松義郎    11票 マック赤坂  4票 

松本みのる    1票 すずきかん 68票 

まるこ安子   14票 鈴木信行   7票 

山口なつお 165 票 森純     2票 

たけみ敬三   91票  犬丸勝子   0票  

小倉淳    53票 山本太郎  231 票 

丸川珠代  284 票  中村高志   0票 

吉良よし子   87票 西野貞吉   1票 

 無効投票   51票 

 

 

みんなの党 

９５.２８５票 

新党大地  １３票 

民主党   ７９票 生活の党  １７票 

社会民主党 １８票 自由民主党       

３８１.25 票 

みどりの風     

１５．75票 

公明党         

１３２.285票 

日本共産党 

１１１．428 票 

日本維新の会 

１５４票  

緑の党グリーンズジ

ャパン   ８９票 

幸福実現党  ５票 

 無効投票   ３９票 
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第６期扇浦宅地分譲（第２回募集）のお知らせ   
 

扇浦分譲地の空き区画について、これまでの募集内容を変更し、次のとおり第２回募集を行います！ 

 
☆ 第２回募集では、ここが変わります！ 

 土地を「購入する」か、「借りる（『定期借地権制度』に基づく５０年契約での賃借）」かを選ぶことができるよ

うになりました。（ただし、「購入」が優先となります。また、法人は「賃借」の申込はできません。） 

 区画ごとの用途指定が大幅に緩和されました。 

・ 区画の種類は「専用住宅区画」と「店舗併用住宅区画」の２種類になります。 

・ 店舗併用住宅は店舗、民宿、飲食店のいずれの業態も OKです。 

 一部の区画について、区画内の斜面の一部をカットし、利用度を高めるとともに土地代金を軽減しました。 

 隣地境界線からの外壁後退の基準を緩和し、建物配置の自由度を高めました。 

 一部の区画（第１、第２）については、２つの区画を１セットとして募集を行う場合があります。 

（※ 第１次募集の結果によります。詳しくはお問い合わせください） 

 

なお、詳細については、分譲要綱に記載していますので、分譲を申し込む場合は、必ず分譲要綱をご覧ください。 

分譲要綱は、８月１日（木）より、財政課財政係および母島支所庶務係で配布します。 

 村ホームページ上からPDF 版のダウンロードもできます。 

【応募受付期間】 

第１次募集   平成２５年１０月１日（火）から１０月３１日（木）まで 

受付時間は、土日祝日を除く午前８時から午後５時までの間です。 

【説明会の実施について】  

下記の日程で、説明会を行いますので、ぜひご参加ください。 

【日時】８月１９日（月） 午後２時～３時３０分、午後６時～７時３０分 

９月 ７日（土） 午後２時～３時３０分、午後６時～７時３０分 

９月１９日（木） 午後２時～３時３０分、午後６時～７時３０分 

【場所】扇浦交流センター 

 

● 問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                        

 

区画用途 

区 画 
面 積 

 （㎡） 建築できる 

建物の種別 

申込者の 

資格 

専用住宅のみ 個人 
第 １２ ４０６．９７ 

第 １３ ４２７．５１ 

専用住宅 

または 

店舗併用住宅 

個人 

第 １ ３００．３３ 

第 ２ ３８３．２７ 

第 １５ ４０１．６７ 

第 １６ ３０２．２９ 

第 １９ ２２８．２３ 

第 ２０ ２８０．３５ 

第 ２１ ２６１．１６ 

第 ２３ ３７４．７０ 

第 ２４ ３３２．０５ 

【個人の場合】 

専用住宅または 

店舗併用住宅 

【法人の場合】 

専用店舗 

個人 

または 

法人 

（個人が優先） 

第 ２７ ６５３．１４ 
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平
成
26
年
度
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド 

登
録
希
望
者
へ
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、「小
笠
原

陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
」の
運
用
を
平
成
24
年
４
月

１
日
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
ガ
イ
ド
登

録
を
目
指
す
方
に
、
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
講
習
の
仮

受
付
お
よ
び
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
登

録
希
望
者
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
と
は
】 

 

こ
の
制
度
は
、
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

が
掲
げ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
主
旨
に
則
り
、
小
笠

原
固
有
の
自
然
や
文
化
を
保
全
し
て
、
適
正
で
持
続

的
な
利
用
を
図
り
、
利
用
者
や
地
域
社
会
に
信
頼
さ

れ
る
ガ
イ
ド
と
し
て
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
振
興
に

貢
献
す
る
こ
と
で
、
ガ
イ
ド
の
社
会
的
地
位
を
確
立

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
主
に
陸
域
の
野

外
に
お
い
て
、
有
料
で
小
笠
原
を
案
内
し
た
り
解
説

し
た
り
す
る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

※
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
し
な
い
と
ガ
イ
ド
業
が
出
来
な

い
と
い
う
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
登
録
さ
れ
る
た
め
の
主
な
基
準
】 

 

次
の
条
件
は
登
録
の
た
め
の
最
低
基
準
で
あ
り
、

こ
の
条
件
へ
の
適
合
が
確
認
さ
れ
た
の
ち
、
審
査
を

経
て
登
録
と
な
り
ま
す
。 

〇
小
笠
原
村
に
１
年
以
上
住
所
を
置
き
、
ガ
イ
ド
業 

な
ど
へ
の
１
年
以
上
の
実
務
実
績
が
あ
る
こ
と
。

（基
準
に
満
た
な
い
場
合
で
も
「準
ガ
イ
ド
」と

し
て
登
録
が
可
能
で
す
。
） 

 

な
お
、
実
務
実
績
は
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る

ガ
イ
ド
２
名
か
ら
の
推
薦
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

〇
各
種
法
令
や
自
主
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
プ
ロ 

 

フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
。 

〇
傷
害
保
険
お
よ
び
活
動
中
の
過
失
責
任
に
よ
る
賠

償
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と 

〇
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
講
習
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
。 

今
年
度
の
講
習
は
、
９
月
中
旬
～
11
月
30
日
（こ

の
期
間
の
う
ち
24
時
間
程
度
）で
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定
講
習
を
修
了
し
て
い

る
方
は
９
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
。 

※
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定
講
習
を
修
了
し
て
い
な

い
方
は
、
今
年
度
の
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定
講

習
に
も
必
ず
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

〇
「上
級
救
命
講
習
修
了
者
」な
ど
の
救
命
・
救
急
法

の
講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
。 

な
お
、
講
習
を
修
了
し
て
い
な
い
方
に
は
、
「上
級 

救
命
救
急
講
習
会
（８
時
間
程
度
）」を
別
途
実
施
し 

ま
す
。 

【
仮
受
付
】
ガ
イ
ド
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
仮

受
付
を 

行
っ
た
う
え
で
、
説
明
会
へ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
説
明
会
へ
の
参
加
が
難
し
い
方
は
、
仮
受
付

時
に
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
、別
途
対
応
し
ま
す
。 

《
仮
受
付
期
間
》
８
月
23
日
（金
）ま
で 

《
仮
受
付
方
法
》
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母

島
支
所
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
平
成
26
年
度
登
録
希
望
者
向
け
説
明
会
】 

 

登
録
基
準
の
事
前
調
整
や
制
度
の
ご
理
解
を
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
講
習
の
詳
細
お
よ
び
申
込
書
な

ど
は
、
説
明
会
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

《
父
島
》 

〈
日
時
〉
８
月
29
日
（木
）午
後
５
時
～
６
時 

〈
場
所
〉
村
役
場
本
庁
舎
２
階
会
議
室 

《
母
島
》 

〈
日
時
〉
８
月
30
日
（金
）午
後
５
時
～
６
時 

〈
場
所
〉
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 
 ●

問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用
】 

 

８
月
１
日
付 

 

医
療
課
付 

 
 

小
西 

良
典
〔薬
剤
師
〕 

 

母
島
支
所
付 

 
 

杉
﨑 

智
子 

【
退
職
】《 

》
内
は
旧
所
属 

 

７
月
31
日
付 

 
 

小
宮 

さ
つ
き
〔薬
剤
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

 

村
長
出
張
報
告 

 

出
張
期
間
：
６
月
24
日
～
７
月
11
日 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会 

・
東
京
都
離
島
航
路
地
域
協
議
会 

・
自
民
党
離
島
振
興
委
員
会 

・
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
組
織
団
体
長
会
議 

・
全
国
基
地
協
議
会
総
会 

・
東
京
都
漁
港
漁
場
協
会
総
会 

 
 
 
 
 

な
ど 

     

８
月
30
日
か
ら
「特
別
警
報
」が 

始
ま
り
ま
す 

 

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や
津
波
、
高
潮
な
ど

に
よ
り
重
大
な
災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、

警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。 

よ
り
激
し
い
大
雨
や
大
き
な
地
震
な
ど
が
予
想
さ

れ
、
重
大
な
災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び
掛
け
る

た
め
に
、
新
た
に
「特
別
警
報
」を
発
表
し
ま
す
。
特

別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象
は
東
日
本
大
震
災
、
紀

伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
平
成
23
年

台
風
第
12
号
の
豪
雨
や
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
高

の
潮
位
を
記
録
し
た
、
伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
な
ど
が

該
当
し
ま
す
。 

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
数

十
年
に
一
度
し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、
避
難
指
示
・
勧
告

な
ど
に
留
意
し
、
た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
時
間
を
追

っ
て
発
表
さ
れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の
気
象

情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る
こ
と

が
あ
な
た
や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

気
象
庁
東
京
管
区
気
象
台
総
務
部
業
務
課 

０
３
―
３
２
１
２
―
８
３
４
１ 

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://w
w

w
.jm

a
.g

o
.jp

/jm
a
/k

ish
o
u

/k
n

ow
/  

to
k

u
b
etsu

-k
eih

o
/in

d
e
x
.h

tm
l 

 

海
上
保
安
庁
巡
視
船
し
き
ね
一
般
公
開 

 

横
浜
海
上
保
安
部
所
属
巡
視
船
「し
き
ね
」（全
長

89
ｍ
）の
二
見
港
寄
港
に
伴
い
、
同
巡
視
船
の
一
般

公
開
（船
内
見
学
）を
次
の
日
程
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
。 

見
学
さ
れ
る
方
は
、
当
日
二
見
岸
壁
ま
で
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。（事
前
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

※
業
務
都
合
に
よ
り
、
事
前
の
連
絡
無
く
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
実
施
日
時
】
９
月
１
日
（日
） 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 

平
成
25
年
夏
の
地
域
安
全
運
動
の
実
施 

 

小
笠
原
警
察
署
・
小
笠
原
防
犯
協
会
で
は
、
８
月

１
日
（木
）～
７
日
（水
）ま
で
の
７
日
間
「夏
の
地
域

安
全
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。 

期
間
中
は
、「守
ろ
う
よ 

わ
た
し
の
好
き
な 

島

だ
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、海
や
山
で
の
事
故
防
止
、

犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
夏
の
地
域
安
全
運
動
の
重
点
】 

○
子
供
の
非
行
防
止
と
女
性
、
子
供
に
対
す
る
犯

罪
被
害
防
止 

 

○
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
、
万
引
き
、
自

転
車
盗
な
ど
の
被
害
防
止 

 

○
海
・
山
に
お
け
る
事
故
の
防
止 

 

○
農
作
物
の
被
害
防
止 

 

○
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止 
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【
皆
様
へ
の
お
願
い
】 

 
※
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
施
錠

忘
れ
や
鍵
の
抜
き
忘
れ
に
注
意
！ 

 

※
宿
泊
者
が
出
掛
け
る
と
き
は
、
必
ず
行
先
の
確

認
を
！ 

 

※
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
す
ぐ
に
１
１
０
番
！ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 
 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、８
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
実
施
日
時
】
８
月
26
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
実
施
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 
 

労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇 

な
ど
） 

求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込 

な
ど
） 

労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付 

な
ど
） 

 
 

雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付 

な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り

ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
20
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳
以

上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終
了

後
に
発
行
さ
れ
る
「年
間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス

を
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の

講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
パ
ス

の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら
２
年
間
と
な
り

ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習
は
、

原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１
時
間

程
度
行
い
ま
す
。
） 

 ●
問
合
せ
先 

 
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 

ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台 

禁
煙
の
お
願
い 

  

常
日
頃
よ
り
皆
様
に
ご
利
用
頂
い
て
お
り
ま
す
ウ

ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
木
造
の
展
望
台
で
す
が
、

タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
の
放
置
が
後
を
絶
た
ず
、
こ
の

ま
ま
だ
と
火
災
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
繁
忙
期
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
利
用
さ
れ

る
状
況
で
は
受
動
喫
煙
の
予
防
か
ら
も
禁
煙
区
域
の

設
定
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
１
日
か
ら
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
と
そ
の
周
辺
の
一
部
地
域
（
下

図
参
照
）
に
お
き
ま
し
て
禁
煙
区
域
を
設
定
致
し
ま

す
。 

利
用
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

    

【
禁
煙
区
域
】 

                  

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

平
成
25
年
度
高
圧
ガ
ス
・ 

液
化
石
油
ガ
ス
国
家
試
験 

 

【
試
験
日
】
11
月
10
日
（日
） 

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時
３０
分 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
受
験
願
書
の
配
付
】 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
に
お
い
て
配
付 

【
受
験
願
書
の
受
付
】 

８
月
26
日
（月
）～
９
月
６
日
（金
） 

①
電
子
申
請
受
付
（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
）は
８
月
26
日
（月
）午
前
10
時
～
９
月

６
日
（金
）午
後
５
時
ま
で 

②
書
面
受
付
は
、
東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
ま
た
は
東

京
都
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
に
て
受
付
（９
月
６
日

消
印
有
効
）受
験
願
書
に
記
載
の
担
当
事
務
所
に

て
受
付
（当
日
消
印
有
効
） 

※
詳
細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(h
ttp

://w
w

w
.k

h
k
.o

r.jp
)

を
参
照
の
こ
と
。 

※
支
庁
で
は
受
付
を
し
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
２ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

平
成
26
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に 

１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
時
期
】
９
月
15
日
（日
）～
10
月
15
日
（火
） 

 
 
 
 

（こ
の
期
間
の
う
ち
７
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
現
地
講
習
も
あ
り
ま
す
。 

【
受
講
料
】
３
千
円 

【
申
込
用
紙
配
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
申
込
用
紙
配
付
期
間
】 

８
月
16
日
（金
）～
８
月
29
日
（木
） 

【
申
込
締
切
】
８
月
29
日
（木
）午
後
５
時
15
分 

【
そ
の
他
】 

申
込
人
数
に
よ
り
、
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
来
年
度
の
新
規
認
定
講
習
に
つ
い
て
も

受
講
希
望
者
数
の
減
少
に
よ
る
開
催
の
困
難
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
今
回
受
講
し
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
23
日
（金
） 

【実
施
時
間
】午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
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ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
８
月
21
日
（水
）午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場
村
民
相
談
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
23
日
（金
）午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、
日
、
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
先 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ 

 

８
月
休
館
日
20
、
27
日
そ
れ
以
外
は
毎
日
開
館

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
、夜
間
開
館
も
あ
り
ま
す
。 

※
夜
間
開
館
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

《
夏
の
特
別
展
》
本
館
「南
島
」～
カ
タ
チ
を
変
え
続

け
る
楽
園
の
生
き
も
の
達
～
開
催
中 

《
特
別
展
》
新
館
「小
笠
原
時
間
旅
行
」 

～
時
を
さ
か
の
ぼ
る
写
真
展
～
開
催
中 

【
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座
２
０
１
３ 

第
２
回 

「自
然
と
社
会
と
文
化
」】 

①
８
月
18
日
（日
）午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分 

【講
演
会
】「乾
き
に
耐
え
る
乾
性
低
木
林
の
植
物
」 

父
島
の
樹
木
が
乾
燥
に
耐
え
る
よ
う
ど
の
よ
う
に

適
応
・
進
化
し
て
き
た
か
、
ま
た
今
後
温
暖
化
な
ど

に
よ
っ
て
乾
燥
が
ひ
ど
く
な
る
と
父
島
の
森
林
が
ど

う
な
る
か
を
、
最
近
の
研
究
結
果
を
も
と
に
紹
介
し
ま

す
。 

講
師
：
石
田
厚
（京
都
大
学
生
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授 

） 

②
８
月
19
日
（月
）午
前
９
時
〜
10
時 

対
談
：
昔
の
地
図
、
写
真
を
見
な
が
ら
当
時
の
生
活

や
思
い
出
を
聞
こ
う
！ 

 

日
本
人
と
し
て
生
き
る
欧
米
系
島
民
の
戦
前
の
生
活
、

強
制
疎
開
、
米
軍
統
治
下
の
生
活
を
ふ
り
か
え
り
ま

す
。 

お
話
：
大
平
京
子 

聞
き
手
：
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ 

主
催
： 
首
都
大
学
東
京 

共
催
：
（公
財
）東
京
都
公
園
協
会
／BIO

（ボ
ニ
ン
イ

ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
教
会
） 

 

●
問
合
せ
先
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者
、
認

定
就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
次
の
内
容
で
開
講

い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】
（全
６
回
） 

《８
月
》
植
物
の
病
害
管
理  

《
11
月
①
》
農
業
資
材
の
活
用
方
法 

《
11
月
②
》
農
産
加
工
と
関
係
法
令 

《
12
月
》
施
設
園
芸
に
お
け
る
環
境
制
御 

《
１
月
》
農
業
経
営 

《
２
月
》
食
品
加
工 

【
場 

所
】 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
本
館 

 
 

《
母
島
》
島
し
ょ
農
協
母
島
店
２
階
会
議
室 

【
対
象
者
】
農
業
者
（家
庭
菜
園
は
該
当
し
ま
せ
ん
） 

【
開
講
日
】
第
１
回
植
物
の
病
害
管
理 

《
父
島
》
８
月
29
日
（木
）午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
母
島
》
８
月
27
日
（火
）午
後
６
時
30
分
～
８
時 

以
降
の
開
催
日
は
前
月
の
開
催
時
に
告
知
し
ま
す
。 

【
申
し
込
み
】
受
講
希
望
者
は
８
月
26
日
（月
）ま
で

に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
２
１
０
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
―
２
５
６
５ 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

(

第
２
回) 

 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。 

 
 

 

事
業
の
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
企
画
政
策
室

で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

【
事
業
名
】 

平
成
25
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（第
２
回
） 

【
募
集
期
間
】 

８
月
１
日
（木
）～
８
月
30
日
（金
）ま
で 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
お
お
む
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、

代
表
者
・
会
則
・
名
簿
な
ど
の
あ
る
団
体
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ

る
法
人
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
除
く 

【
提
出
書
類
】 

申
請
書
お
よ
び
収
支
予
算
書
（指
定
様
式
）、
会

則
会
員
名
簿
な
ど
（法
人
お
よ
び
個
人
事
業
者
は

登
記
簿
の
写
し
ま
た
は
開
業
届
の
写
し
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

※
補
助
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
全
体
へ
の
波
及

効
果
が
継
続
的
に
期
待
さ
れ
る
も
の
を
対
象
と
し

ま
す
。 

※
単
な
る
設
備
投
資
等
を
目
的
と
し
た
事
業
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。 

【
事
業
期
間
】 

 
 

事
業
開
始
か
ら
平
成
26
年
７
月
末
日
ま
で 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円 

（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
） 

を
限
度
と
す
る
。 

【
注
意
事
項
】 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
も
と
に

補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定

し
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目
的
お

よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 

 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付
け

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番
前
の
肩

慣
ら
し
と
い
う
方
も
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 
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参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「盆
踊
り
マ
ス
タ
ー

認
定
証
」を
発
行
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
７
日
（水
）、
８
日
（木
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
（雨
天
時
中
止
） 

 

◎
盆
踊
り
唄
い
手
募
集 

盆
踊
り
当
日
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆
踊
り
曲
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！
対
象
と
な
る
曲
目
と
、
申
し
込
み

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

唄
い
手
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
盆
踊
り
練
習

会
の
ど
ち
ら
か
の
日
程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ

そ
は
！
と
い
う
「の
ど
自
慢
」の
方
は
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
イ
ベ
ン
ト
協
議
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

 

２
―
２
５
８
７ 

【
申
込
締
切
】
８
月
７
日
（水
） 

【
練
習
会
】
８
月
７
日
（水
）ま
た
は
８
日
（木
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分
お
祭
り
広
場
（雨
天
中
止
） 

【
本
番
】
８
月
９
日
（金
）ま
た
は
11
日
（日
） 

 

◎
臨
時
バ
ス
運
行 

盆
踊
り
期
間
中
、
扇
浦
方
面
へ
の
臨
時
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
運
行
日
】
８
月
９
日
（金
）、
10
日
（土
）、
11
日
（日
） 

【
路
線
】
お
祭
り
広
場
～
扇
浦
～
小
港
園
地 

【
運
賃
】
無
料 

【
運
行
時
刻
】
お
祭
り
広
場
発 

《
９
日
（金
）、
11
日
（日
）》 

○
午
後
８
時
20
分
発 

○
午
後
９
時
発 

○
午
後
９
時
40
分
発 

 

《
10
日
（土
）（花
火
大
会
）》 

○
午
後
８
時
40
分
発 

○
午
後
９
時
20
分
発 

○
午
後
10
時
発 

【
予
約
制
】 

各
日
の
盆
踊
り
開
始
時
刻
か
ら
会
場
内
本
部

テ
ン
ト
に
て
先
着
順
に
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。 

【
定
員
】
各
便
28
名 

※
増
便
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び
寄
付
金 

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会

場
に
掲
示
し
、
花
火
打
ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま

す
。
お
名
前
の
放
送
に
あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い

や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

 

花
火
大
会
開
催
に
伴
う 

立
入
禁
止
区
域
な
ど
の
設
定 

 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で

は
、
８
月
10
日
（土
）に
二
見
港
第
一
物
揚
場
（青
灯

台
岸
壁
）に
て
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
い
ま
す
。打
ち

上
げ
時
間
は
、
午
後
８
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で
の 

30
分
間
で
す
が
、
危
険
防
止
の
た
め
、
次
の
図
の
よ 

う
に
「車
両
通
行
止
」「立
入
禁
止
区
域
」「船
舶
進
入

禁
止
区
域
」「着
岸
禁
止
区
域
」を
設
定
し
ま
す
。皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

  

２
―
２
５
８
７ 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 
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産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
８
月
22
日
（木
） 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
８
月
26
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

27
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

29
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

30
日
（金
） 

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
予
約
は
水
曜
日
を

除
く
平
日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

       

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
８
月
22
日
（木
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

育
児
学
級 

お
や
つ
の
会
（父
島
） 

 

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

様
と
保
護
者 

【
日
時
】
８
月
８
日
（木
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

調
理
室 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

 

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
８
月
２
日
（金
）午
前
10
時
～
11
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

大
腸
が
ん
検
診 

 
 

大
腸
は
、
ポ
リ
ー
プ
（い
ぼ
の
よ
う
な
も
の
）・
炎

症
・
が
ん
な
ど
が
あ
る
と
、
便
が
通
る
た
び
に
こ
す

れ
て
、
そ
こ
か
ら
出
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
大
腸

が
ん
検
診
で
は
、
目
で
見
て
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の

血
液
が
、
便
の
な
か
に
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を

調
べ
ま
す
。 

 

受
診
を
ご
希
望
の
方
は
、
検
体
容
器
や
質
問
票
な

ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上
の

方
（昭
和
49
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
） 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
申
込
期
間
】 

８
月
19
日
（月
）～
９
月
13
日
（金
）ま
で 

検
便
の
最
終
提
出
日
は
、
９
月
18
日
（水
）と
な
り

ま
す
。 

※
協
会
け
ん
ぽ
被
保
険
者
の
方
の
大
腸
が
ん
検
査
も

あ
わ
せ
て
受
付
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
先 

 
 

父
島 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

       

第
二
回
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ

農
作
物
被
害
防
除
対
策
事
業 

 

村
で
は
、
昨
年
度
に
続
き
、
天
然
記
念
物
お
よ
び

国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ

リ
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
除
対
策
事
業
を
実
施
し

ま
す
。 

【
農
作
物
被
害
の
現
状
】 

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に
よ
る
農
作
物
被
害

栽
培
種
は
、
多
種
、
多
部
位
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
緩
ん
だ
防
鳥
ネ
ッ
ト
等
の
絡
ま
り
に
よ
る
重

症
、
死
亡
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

【
事
業
目
的
】 

村
民
生
活
・
産
業
振
興
と
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ

モ
リ
の
保
護
と
の
両
立
を
目
指
し
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
の
農
作
物
被
害
を
防
除
し
、
防
鳥
ネ
ッ

ト
な
ど
に
よ
る
絡
ま
り
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
ま
す
。 

【
事
業
概
要
】 

村
が
推
奨
す
る
硬
質
樹
脂
製
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た

ネ
ッ
ト
施
設
お
よ
び
農
作
物
被
害
防
除
器
具
を
設
置

８月の燃料油価格変動調整金 
 

 ８月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，１５３ （+1,089） 

２  等  品 ８，５８１ （+1,021） 

３  等  品 ８，００９ （+953） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９１７ （+109） 

０．０７５トン以下 ６９１ （+82） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，６３０ （+850） ２，３２０ （+430） 

１ 等 ９，２６０ （+1,700） ４，６３０ （+850） 

村民割引 
（往復）２等 ５，５６０ （+1,020） ２，７９０ （+520） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２８，１２０ （+3,020） １４，０６０ （+1,510） 

特 ２ 等 ４０，７５０ （+4,370） ２０，３８０ （+2,190） 

１ 等 ５６，２２０ （+6,030） ２８，１２０ （+3,020） 

特 １ 等 ６４，１１０ （+6,870） ３２，０７０ （+3,440） 

特 等 ７０，３３０ （+7,540） ３５，１７０ （+3,770） 

２等（学割） ２２，５００ （+2,420）  
２等 

（身体障害者割引） １４，０６０ （+1,510）  ７，０４０ （+760） 
村民割引 
（往復）２等 ３７，９３０ （+4,070） １８，９８０ （+2,040） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，４２０ （＋1,216） 

２  等  品 １５，２８６ （＋1,132） 

３  等  品 １４，０６２ （＋1,042） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６４５ （＋122） 

０．０７５トン以下  １，２２５ （＋91） 
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す
る
方
を
対
象
に
、
施
設
等
の
設
置
に
必
要
な
資
材

を
無
償
で
貸
与
す
る
事
業
で
す
。 

【
対
象
者
】 

次
の
一
か
ら
四
の
す
べ
て
を
満
た
す
施
設
等
を
設

置
す
る
者
と
し
ま
す
。 

一 

貸
与
を
受
け
る
資
材
は
、
自
ら
が
耕
作
す
る
土

地
に
設
置
す
る
施
設
等
に
要
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。 

二 

施
設
等
を
設
置
す
る
土
地
は
、
現
在
耕
作
し
、

ま
た
は
申
請
年
度
内
に
お
い
て
耕
作
を
予
定

し
て
い
る
土
地
で
あ
る
こ
と
。 

三 

施
設
等
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
農

作
物
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
地
域
に
設
置

す
る
も
の
で
、
か
つ
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ

リ
の
農
作
物
被
害
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る

農
作
物
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

四 

施
設
等
に
よ
り
保
護
す
る
農
作
物
は
、
適
正
に

管
理
さ
れ
た
樹
高
が
２
．
５
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

た
だ
し
、
果
実
毎
に
覆
う
農
作
物
被
害
防
除
器

具
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
貸
与
資
材
】 

硬
質
樹
脂
製
ネ
ッ
ト
、
単
管
パ
イ
プ
、
パ
イ
プ
接

続
金
具
、
ネ
ッ
ト
結
束
ベ
ル
ト
他 

【
貸
与
期
間
】
５
年
間 

※
貸
与
期
間
が
終
了
し
た
場
合
、
資
材
は
使
用
者
に

譲
与
さ
れ
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

○
本
事
業
は
、
文
化
庁
お
よ
び
東
京
都
教
育
委
員
会

の
助
成
を
受
け
、
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
が
実
施

す
る
も
の
で
す
。 

○
本
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
、
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
、
今
年
度
の
事
業
は
終
了
と
な
り

ま
す
。 

○
資
材
の
受
け
渡
し
は
９
月
以
降
の
予
定
で
す
。 

○
申
請
方
法
や
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
教
育
課
２
―
３
１
１
７ 

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
四
回
「そ
れ
で
も
ア
ゴ
は
は
ず
れ
ま
せ
ん
」 

  

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、
果
実
を
よ
く
食

べ
ま
す
。
小
さ
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
か
ら
、
大
き
な
タ
コ

ノ
キ
や
モ
モ
タ
マ
ナ
ま
で
、メ
ニ
ュ
ー
は
様
々
で
す
。 

 

タ
コ
ノ
キ
や
モ
モ
タ
マ
ナ
の
果
実
は
水
に
浮
き
、

波
で
運
ば
れ
る
海
流
散
布
植
物
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
海
岸
に
し
か
分
布
で
き
ま
せ
ん
。
で
も

実
際
に
は
、
山
の
上
に
も
生
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
果
実
は
大
き
く
て
鳥
で
は
運
べ
ま
せ
ん
。

波
に
乗
り
川
を
さ
か
の
ぼ
る
の
も
難
し
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
で
、
大
き
な
果
実
も
口
に
く
わ
え
ら
れ
る

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
こ
そ
が
、
陸
上
の
運
搬
者
と
し
て
重

要
な
使
命
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。 

                 

タ
コ
ノ
キ
や
モ
モ
タ
マ
ナ
は
、
小
笠
原
の
森
の
代

表
的
な
植
物
で
す
。そ
の
姿
を
山
で
見
ら
れ
る
の
は
、

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
お
か
げ
な
の
で
す
。
波
と
オ
オ
コ

ウ
モ
リ
と
い
う
全
く
異
な
る
二
つ
の
乗
り
物
が
あ
っ

て
こ
そ
、
今
の
分
布
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。 

 

鳥
が
食
べ
る
果
実
は
赤
や
黒
が
多
い
で
す
が
、
タ

コ
ノ
キ
や
モ
モ
タ
マ
ナ
は
黄
色
く
熟
し
ま
す
。
黄
色

は
夜
で
も
目
立
つ
の
で
、
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
見
つ
け

や
す
く
進
化
し
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
え
ば
ヤ
ロ

ー
ド
や
ム
ニ
ン
ハ
ツ
バ
キ
な
ど
、
大
き
な
果
実
に
は

黄
色
い
も
の
が
多
い
で
す
よ
ね
。オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、

小
笠
原
の
景
色
を
作
る
大
切
な
要
素
な
の
で
す
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
教
育
課
２
―
３
１
１
７ 

  

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

  

【
平
成
25
年
度
第
１
回
科
学
委
員
会
の
開
催
】 

平
成
25
年
度
の
第
１
回
科
学
委
員
会
は
、
今
ま
で

有
人
島
に
し
か
生
存
し
て
い
な
か
っ
た
グ
リ
ー
ン
ア

ノ
ー
ル
が
、
初
め
て
属
島
で
あ
る
兄
島
で
確
認
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
登
録
後
と
し
て
は
、
初
め
て
現

地
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回
、
現
地
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
一
番
の
大

き
な
目
的
は
、
兄
島
の
自
然
を
守
り
つ
つ
根
絶
に
向

け
た
取
組
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
の
適
切
な

助
言
を
得
る
た
め
に
、
科
学
委
員
に
よ
る
現
地
視
察

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
兄
島
の
自
然
を
最
低
限
の
破

壊
で
抑
え
つ
つ
最
終
的
に
根
絶
に
向
け
た
取
組
を
行

う
た
め
の
、
現
状
に
即
し
た
一
番
の
取
組
方
針
を
決

定
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
し
た
。 

そ
の
こ
と
か
ら
、
７
月
11
日
～
14
日
の
滞
在
期

間
中
で
次
の
様
な
事
を
行
い
ま
し
た
。 

【
兄
島
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
に
関
す
る
村
民
説
明
会
】 

《
日
時
》
７
月
11
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
父
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《
参
加
者
》
92
名
（一
般
参
加
者
41
名
） 

《
説
明
会
内
容
》 

科
学
委
員
に
よ
る
説
明
（小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺

産
地
域
・
兄
島
の
価
値
と
脅
威
） 

兄
島
の
顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
と
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
（大
河
内
委
員
長
） 

兄
島
の
生
態
系
を
支
え
る
昆
虫
相
と
そ
の
役
割

（
苅
部
委
員
） 

昆
虫
相
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ

ー
ル
の
脅
威
（戸
田
氏
） 

兄
島
で
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
防
除
に
つ
い
て 

兄
島
で
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
防
除
の
経
緯
と
今

後
の
方
針
（現
地
事
務
局
会
議
） 

第
１
部
で
は
科
学
委
員
に
よ
る
兄
島
の
自
然
と
グ

リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
侵
入
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
被
害
状

況
と
危
機
的
状
況
の
説
明
が
行
わ
れ
、
第
２
部
で
は

侵
入
後
の
３
ケ
月
間
で
取
り
組
ん
で
き
た
各
行
政
機

関
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
の
進
捗
状
況
の
報
告
と
こ

れ
ま
で
に
得
た
知
見
及
び
今
後
の
基
本
的
方
針
を
説

明
さ
れ
た
。 

【
科
学
委
員
に
よ
る
兄
島
の
現
状
視
察
】 

《
日
時
》
７
月
12
日
（金
） 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分 

《
参
加
者
》 

科
学
委
員
６
名
、
現
地
事
務
局
説
明
者
14
名 

《
視
察
内
容
》 

植
生
破
壊
を
最
低
限
と
す
る
捕
獲
柵
設
置
ル
ー
ト

の
確
認
。現
状
の
取
組
内
容
（設
置
済
み
の
捕
獲
柵
の

確
認
）。今
後
の
取
組
方
針
の
現
場
で
の
説
明
と
確
認 

【
平
成
25
年
度
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域

連
絡
会
議
】 

《
日
時
》
７
月
13
日
（土
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
父
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《
出
席
者
》参
画
団
体
（小
笠
原
村
観
光
協
会
他
７
団

体
、
科
学
委
員
５
名
、
現
地
管
理
機
関
） 

議
事
（１
）兄
島
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
対
策

に
つ
い
て 

 
 

（２
）兄
島
の
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
に
関
す
る
Ｉ

Ｕ
Ｃ
Ｎ
等
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て 

【
第
４
回
兄
島
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
緊
急
対
策
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
】
非
公
開 

《
日
時
》
７
月
13
日
（土
）午
後
１
時
～
３
時 

《
場
所
》
父
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
、
東
京
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都
島
し
ょ
振
興
公
社
会
議
室
（
テ
レ
ビ
会
議
） 

《
出
席
者
》
科
学
委
員
会
委
員
、
各
行
政
機
関 

議
事
（１
）最
新
の
ア
ノ
ー
ル
生
息
確
認
情
報
お
よ
び

対
策
の
進
捗
状
況
と
評
価 

（２
）グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
の
防
除
に
関
わ
る
計
画 

①
兄
島
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
短
期

防
除
計
画
に
つ
い
て 

②
兄
島
に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
定

に
方
向
性
に
つ
い
て 

③
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー

ル
防
除
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て 

（３
）今
後
の
兄
島
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
緊
急
対
策
Ｗ

Ｇ
に
つ
い
て 

【
平
成
25
年
度
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域

科
学
委
員
会
】 

《
日
時
》
７
月
13
日
（土
） 

午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分 

《
場
所
》
父
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
、
東
京

都
島
し
ょ
振
興
公
社
会
議
室
（テ
レ
ビ
会
議
） 

《
出
席
者
》
現
地
出
席
者
：
科
学
委
員
７
名
、
内
地

事
務
局
９
名
、
現
地
事
務
局
13
名 

 
 
 
 

内
地
出
席
者
：
科
学
委
員
４
名
、
内
地
事

務
局
７
名 

議
事 

（１
）今
年
度
の
下
部
Ｗ
Ｇ
の
検
討
体
制
に
つ
い
て 

①
兄
島
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
緊
急
対
策
Ｗ
Ｇ
の
進
め
方 

②
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
改
定
Ｗ
Ｇ
の
進
め
方 

③
新
た
な
外
来
種
の
侵
入
拡
散
防
止
Ｗ
Ｇ
の
進
め
方 

④
父
島
列
島
生
態
系
保
全
管
理
Ｗ
Ｇ
の
設
置 

（２
）そ
の
他
事
業
報
告 

①
平
成
24
年
度
事
業
結
果
及
び
平
成
２
５
年
度

事
業
予
定 

【
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
】 

今
年
も
大
神
山
公
園
、
お
祭
り
広
場
等
に
ア
カ
ガ

シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
採
餌
行
動
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
一
部
公
園
内
に
ロ
ー
プ
を
張
る
対
策

を
と
っ
て
い
ま
す
。 

ロ
ー
プ
外
か
ら
の
ル
ー
ル
を
守
っ
た
観
察
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ロ
ー
プ
内
へ
の
侵
入
及
び
反
対
側

の
民
有
地
へ
の
不
法
侵
入
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

「硫
黄
列
島
で
出
逢
っ
た
鯨
類
た
ち
」 

 
 

先
月
、毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
硫
黄
三
島
ク
ル

ー
ズ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
小
笠
原
周
辺
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
約
２
０
種
の
鯨
類
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
硫
黄
列
島
周
辺
に
生
息
し
て
い
る
鯨

類
に
つ
い
て
は
情
報
が
少
な
く
、
良
く
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

 
そ
こ
で
硫
黄
列
島
周
辺
で
の
鯨
類
の
情
報
を
蓄
積

す
る
た
め
、
３
年
前
か
ら
ク
ル
ー
ズ
中
に
目
視
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

調
査
で
は
航
路
上
で
発
見
し
た
鯨
類
や
時
間
、
頭

数
な
ど
を
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
発

見
し
た
鯨
類
は
４
群
で
、
地
図
上
の
番
号
は
、
鯨
類

を
発
見
し
た
位
置
を
示
し
て
い
ま
す
。 

          
 

 

     

発
見
し
た
鯨
類
は
①
ア
カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
、
②
マ
ダ

ラ
イ
ル
カ
、
③
種
不
明
鯨
類
、
④
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ

で
し
た
。
特
に
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
は
、
船
の
近
く
に

姿
を
現
し
た
た
め
、
多
く
の
方
が
気
付
か
れ
た
よ
う

で
、周
り
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

                  

硫
黄
列
島
の
よ
う
に
、
な
か
な
か
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
で
の
発
見
情
報
は
、
鯨
類
の
分
布
域
解

明
の
た
め
に
と
て
も
重
要
で
す
。
小
笠
原
に
は
、
未

調
査
の
海
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
今
後
も
機
会

を
見
つ
け
て
、
ど
ん
ど
ん
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
村
民
だ
よ
り
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。 

 
●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

    

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
147 

 

―
大
村
海
岸
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
見
学
に
つ
い
て
― 

 

現
在
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
今
年
も
大
村
海
岸
で
は
た
く
さ
ん
の
ウ
ミ
ガ
メ

が
産
卵
上
陸
し
て
い
ま
す
。
産
卵
見
学
に
こ
ら
れ
る

際
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
ご

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
産
卵
見
学
注
意
点
】 

・
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
側
か
ら
海
岸
に
入
る 

・
ウ
ミ
ガ
メ
の
前
に
立
た
な
い 

・
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
ら
動
か
ず
通
り
過
ぎ
る
の

を
待
つ 

・
ラ
イ
ト
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
探
さ
な
い
・
照
ら
さ
な
い 

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
の
写
真
撮
影
は
し
な
い 

・
立
入
禁
止
区
域
に
は
入
ら
な
い
（大
村
海
岸
植
栽

地
・
自
衛
隊
敷
地
内
な
ど
） 

・
ウ
ミ
ガ
メ
や
卵
に
触
ら
な
い 

当
団
体
で
は
６
月
１
日
か
ら
毎
晩
夜
間
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
産
卵
見
学
に
訪
れ
た
際
に
は
ス
タ
ッ

フ
の
指
示
に
従
っ
て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

―
母
島
列
島
・
聟
島
列
島
― 

 

５
月
・
６
月
母
島
列
島
と
聟
島
列
島
で
ウ
ミ
ガ
メ

産
卵
巣
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
母
島
列
島
で
は 

４
３
７
上
陸
跡
・
１
７
５
産
卵
巣
、
聟
島
列
島
で
は 

54
上
陸
跡
・
16
産
卵
巣
を
確
認
し
ま
し
た
。
姉
島

で
は
日
中
波
打
ち
際
で
甲
羅
干
し
を
す
る
ウ
ミ
ガ
メ

を
見
る
事
も
で
き
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://bonin-ocean.net 

 

    

 

 
クルーズ中に発見したマッコウクジラ 

 

http://bonin-ocean.net/
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ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム

自
主
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
お
願
い 

  

イ
ル
カ
の
生
息
環
境
に
配
慮
し
、
お
客
様
に
安
全

な
ツ
ア
ー
を
提
供
す
る
為
に
、
小
笠
原
村
観
光
協
会

に
て
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
の
自
主

ル
ー
ル
を
設
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

世
界
で
も
有
数
の
恵
ま
れ
た
イ
ル
カ
の
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
守
る
為
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
自
主
ル
ー
ル
】 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船

の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。（ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

○
２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を

１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
へ
の
配

慮
を
考
え
る
こ
と
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

南
島
鮫
池
入
港
時
の 

安
全
確
認
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
南
島
鮫
池
入
出
港
時

の
事
故
防
止
の
為
、
次
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
決
め
て

い
ま
す
。 

南
島
鮫
池
に
入
る
時
は
、
鮫
池
よ
り
外
に
出
る
船

が
優
先
で
す
。
鮫
池
に
入
る
船
は
、
鮫
池
の
中
が
見

え
る
所
ま
で
行
き
、
出
船
が
い
な
い
事
を
確
認
し
て

か
ら
、
入
っ
て
く
だ
さ
い
。 

事
故
無
く
南
島
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

               

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 
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１．こまめな水分・塩分補給 

高齢者、障害児・障害者のかたは、のどの渇きを

感じなくても、こまめに水分補給を。 

２．体調に合わせた取り組み 

  こまめな体温測定、通気性の良い、吸湿・速乾の

衣服着用、保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる

体の冷却。 

３．熱中症になりにくい室内環境 

  扇風機とエアコンを使った温度調節、こまめな室

温確認。無理をしてエアコンを使わないと体調を

崩すことがあります。 

４．外出時の準備 

  日傘や帽子の着用、日陰の利用とこまめな休憩 

１．涼しい場所へ避難させる 

２．衣服を脱がせ、体を冷やす 

３．水分・塩分を補給する 

＊自力で水を飲めない、意識がな

い場合には☎119しましょう

う！ 

 
 

                                  

 

                                 

                                 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむらかずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

イルカの伝言板 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

クジラ：熱中症には水分補給っていうけれど、お水やお茶だけじゃだめなの？ 

保健師：汗を大量にかいた場合には、汗で失われた塩分も適切に補えるスポーツドリンクや

経口補水液などが最適です。自分で作る場合は、1リットルに 1～2gの食塩を混

ぜた食塩水も有効です。  

熱中症は病気ではなく、水分をとること、部屋を涼しくすること、休憩をとること、

栄養を摂ることで防ぐことができます。自分で予防するとともに、「ちょっと、ひ

と涼みしませんか」と声をかけあうゆとりと気遣いをもちましょう！ 

 

●高温多湿の環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、

体内の調整機能がうまく働かず、体内に熱がたまり、体温が著

しく上昇するなどして発症する障害の総称です。 

●熱中症が疑われる症状は、めまい・頭痛・吐き気・おう吐・だ

るさ・大量の発汗などです。 

●重症になると意識障害などが起こります。 

【熱中症で特に危険な状態は？】 

「汗が出ず、体温上昇」です。高温環

境にも関わらず汗が出ないというこ

とは、もはや汗も出せないような脱水

状態か、脳が機能障害に陥り発汗の指

令を出さなくなった可能性が考えら

れます。速やかな対応が必要です。 

〇熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができます。 

〇熱中症になった場合も、適切な応急処置により救命することができます。 

〇一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気を付けるとともに、周囲の人にも気

を配り、予防を呼びかけ合って、熱中症による健康被害を防ぎましょう。 

熱中症とは… 

体
温 

発汗 

なし 少量        大量 

高
熱 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
熱 

熱射病 

日射病 

熱性け

いれん 

自分でできる熱中症の予防法 
熱中症になった時の処置人間の体調や暑

さに対する慣れ

などが影響して、

暑さに対する抵

抗力は個人によ

って異なります。 

 自分の体調の

変化に気を付け、

暑さの抵抗力に

合わせて、万全の

予防を心がけま

しょう。 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=8%E6%9C%88+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88+%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC&source=images&cd=&cad=rja&docid=x0hCyyA7u0gf8M&tbnid=WDWA6gv9nnRMVM:&ved=0CAUQjRw&url=http://kids.wanpug.com/illust200.html&ei=pTjRUYXZL8vnkAWikoHQDg&psig=AFQjCNFTEPfklNrk_VaFEZBkRT2mmZ9SJQ&ust=1372752414677614
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=8%E6%9C%88+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88+%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC&source=images&cd=&cad=rja&docid=ayr4h2Gsgr1xvM&tbnid=QngbOmY9sPuOhM:&ved=0CAUQjRw&url=http://sozai.7gates.net/docs/%E6%9E%9C%E7%89%A9-%E3%82%B9%E3%82%A4%E3%82%AB %E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/&ei=tzvRUdeDJ8SikQXu54DgAQ&psig=AFQjCNFTEPfklNrk_VaFEZBkRT2mmZ9SJQ&ust=1372752414677614


地域振興に係る補助事業の募集期間（～３０）

S・F　シマアジ放流

定期予防接種

乳幼児計測会（母島） 　　　入・出港日

　　　入・出港日 高校図書館開放

S・F　JAMMIN 首都大学東京公開講座

動物巡回診療診察（～１９）

高校図書館開放 大腸がん検診申込期間（～9/1３）

第6期扇浦宅地分譲の説明会

首都大学東京公開講座

S・F　ウミガメ放流 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習の実施

行政相談所の開設

　　　入・出港日

東京三弁護士による法律相談（父島）

S・F　南洋踊り＆KAKA

　　　入・出港日 産科・婦人科専門診療（母島）

盆踊り練習会 ヘルスアップ教室（父島）

盆踊り歌い手申込締切 定期予防接種

村民相談 電話による無料法律相談

盆踊り練習会 東京三弁護士による法律相談（母島）

育児学級おやつの会（父島）

S・F　盆踊り 　　　入・出港日

　　　入・出港日 高校図書館開放

S・F　盆踊り・花火大会 S・F　フラオハナ

S・F　盆踊り 母島巡回労働相談

高校図書館開放 産科・婦人科専門診療（父島～２７・２９・３０）

高圧ガス・液化石油ガス国家試験受験願書受付（～9/6）

S・F　星空観望会 農業者セミナー（母島）

　　　入・出港日

　　　入・出港日 陸域ガイド登録者向け説明会（父島）

動物巡回診療申込期限 農業者セミナー（父島）

東京都自然ガイド申込締切

小笠原諸島戦没者追悼式 陸域ガイド登録者向け説明会（母島）

S・F　南洋踊り＆KAKA

　　　入・出港日

S・F　野外映画会
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